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会社概要

会社名 株式会社Mellow（Mellow Inc.）

事業内容 モビリティビジネス・プラットフォーム事業

資本金 1億5,500万円

株主 経営陣, 株式会社イグニス, 個人投資家数名

代表者 石澤正芳 森口拓也

従業員数 20人（役員含む）

設立 2016年2月18日

所在地 東京都渋谷区神南1-20-2 第一清水ビル

受賞歴
日経トレンディ世界を変えるスタートアップ大賞選出(2018)、ICCスタートアップ・カタパルト優勝(2018)、
Forbes JAPAN 日本の担い手99選選出(2018)、週刊東洋経済すごいベンチャー100 選出(2018)、グッドデザイン賞(2018) 2



共同代表紹介

1972生まれ、東京都出身。2001年、GPSを活用し出
店位置情報を発信するカフェカーを開業。モビリティ
としてのフードトラック事業の可能性と個性豊かな料
理人の魅力に触れ、フードトラック業界の確立を目指
す。2004年からネオ屋台村事業部責任者として80ヵ所
以上のフードトラック展開スペースを開発。15年以上
にわたり延べ1,000店以上のフードトラックと関わり、
1,000件以上の屋内外フードエリアの企画・運営業務
に携わる。その後、株式会社Mellowを創業。
フードトラック業界と空地活用に精通し、空地を活用
した継続的な賑わいの創出を模索している。

1992年生まれ、埼玉県出身。2013年、早稲田大学在
学中にALTR THINK(株)を創業。孫 泰蔵氏が主宰する
MOVIDA JAPANに採択され、出資を受ける。その後数
度の事業転換を経てチャットアプリの開発に集中。デ
ータ分析を駆使して100万人以上が使うチャットアプ
リを複数開発。2014年に同社を上場企業へ売却した後、
企業のデータ分析基盤構築など多くのプロジェクトに
携わる。その後、売却先企業の取締役であった柏谷、
フードトラックのベテラン石澤と共に株式会社Mellow
を創業。個人の幸せと事業の成功を両立する会社づく
りを推進している。

石澤正芳
代表取締役

森口 拓也
代表取締役
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事業紹介
Business
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空きスペース×フードトラックをマッチング
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空きスペース×フードトラックをマッチング

6空きスペースをモビリティの力で価値ある場所に



30ジャンル550店舗のフードトラックと提携
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フードトラック提携台数
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※提携数 = フードトラックの台数（複数台所有のオーナーも含む）



TLUNCH豊洲
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TLUNCH赤坂
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TLUNCH広尾
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首都圏を中心に約150スペースで展開

※1スペース = フードトラック1台分の営業スペース

12更にモビリティサービス情報をアプリを通じて発信



トラック稼働台数/日

13※1スペース = フードトラック1台分の営業スペー
ス



曜日替わりで様々なフードトラックを配車

毎日飽きずにランチが楽しめる仕組みを実現 14

フードトラックが流行る理由



フードトラックが流行る理由

コンビニ+αの時間でおいしい料理を楽しめる 15



フードトラックが流行る理由

早い安い美味い以外の価値=体験価値がある 16



フードトラックが流行る理由

損益分岐を固定店舗より少ない食数で達成可能 17

※時間単位は日次



課題
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都市の空地活用の課題
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公開空地の活用の制限
（自治体の見解が統一していない）

公共空間（公園など）のルール
（収益性の考慮が無い）

建物でないモビリティの解釈
（占有でない活用：時間の概念が無い）



郊外の住宅エリアの課題
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事業成立

都市部へ営業し収入を得る
（出稼ぎ：外貨獲）得

近隣ニーズを
最小限カバー営業

※固定店舗だけでは売上が立たないが
移動型店舗も一緒にすれば仕入、仕込
などの共用して合理的な事業が可能。

※郊外の高齢化の進んだ団地などの活用ができる。

ショッピングセンター増加により商店街が減少
（シャッター商店街・買い物難民など）

移動型店舗
（自動車：モビリティショップ）

固定店舗
（飲食店：仕込場所）



再開発の課題
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大型オフィスビルの開発の際に収容人数を考慮した

瞬間的食ニーズ（ランチ）に対応できる飲食店が想定され
ていない。

コンビニ弁当・ナショナルチェーン・仕出し弁当など選択
肢がほとんど無い。

オフィスワーカーの行動はパターン化し、せっかくデザイ
ンされた緑地やビル周辺の環境を活用しなくなる。


